
「通過可能」固定自動採番

USBリーダーにカードをかざすと
カードIDが入力されます。

１．登録用ICカードデータを作成する

XRC10へ登録するICカードデータの閲覧、新規登録及び編集が行えます。

※キーボードからもIDm・UIDを入力可

XRC10 PCユーティリティ
簡易マニュアル

①［登録データ］をクリックし、②［追加］をクリック

※カードIDは必須
③必要な情報の入力が終わったら［登録］をクリック

④登録確認画面で［はい(Y)］をクリック
※続けて登録する場合は登録データ画面で再度［追加］をクリック

データの登録

データの保存

保存先を選択［パス選択］をクリック左上の［ファイル］をクリックし、
［保存］をクリック

数字１文字のファイル名として
0～9のいずれかの数字を
クリック*.CIDと*.CIFの２つのファイルが保存されます

① ②



データの修正

②カードID情報登録/修正画面で必要な項目を
修正して［登録］をクリック

データの削除

①使用していたカードを紛失した場合、また入室を不可とする場合は、カードID情報登録/修正画面で［削除］をクリック

①登録データ画面で修正したいカードをクリックして
ハイライト表示させて左ボタンをダブルクリック

データの保存

保存先を選択［パス選択］をクリック左上の［ファイル］をクリックし、
［保存］をクリック

数字１文字のファイル名として
0～9のいずれかの数字を
クリック

*.CIDと*.CIFの２つのファイルが保存されます

２ ．登録済ICカードデータを修正・削除する

① ②

① [ファイル]をクリックし、［開く]をクリック ② CIFファイルの選択画面から
修正するデータを選択し,

［開く]をクリック

③

③ 登録データを表示



３．履歴を見る

②[ファイル]をクリックし、［開く]をクリック

① ［履歴情報］をクリック

③利用者名を表示する場合は、［はい(Y)］を選択
（利用者名の表示が必要ない場合は、［いいえ(N)］を選択）

利用者名を保存したファイル（*.CIF）を選択 参照する*.HISファイルを選択

【管理番号】：指定されたCIFファイル内のカードIDと一致した管理番号
【漢字氏名】：指定されたCIFファイル内のカードIDと一致した漢字氏名
【検出時刻】：カードを検知した日時
【カードID】：使用カードID番号
【ステータス】：F   …  通過可能カードを初めて検知

N   …  未登録カードを検知
I   …  方向性判別で入室と判断
O   …  方向性判別で退室と判断

［はい(Y)］ ［いいえ(N)］

XRC10で利用されたカードの履歴情報の閲覧ができます。

履歴表示



【検出日時】：チェックボックスにチェックマークを入れプルダウンボタンを
押すと、入力用のカレンダーが表示されます。

【カードID】：半角数字16文字で入力します。
【ステータス】：プルダウンメニューより選択します。

履歴の保存

表示中の履歴ファイルをCSV形式のファイルとして保存できます。
①［ファイル］をクリックし、［CSV］をクリック

履歴検索

①履歴データを表示させた状態で［検索］をクリック

*履歴保存で、拡張ステータスありに設定した場合は、以下のステータスも表示されます。
これらの電気錠／扉状態、各種エラー発生／復旧については、ID番号はオールゼロ

（0000000000000000）になります。

o:開扉
c:閉扉
u:解錠
l:施錠

a:ドア開タイムオーバー発生
b:ドア開タイムオーバー復旧
d:電気錠異常発生
e:電気錠異常復旧
f:施錠中ドア開発生

g:施錠中ドア開復旧
h:本体ふた開発生
i:本体ふた開復旧
j:子機通信異常発生
k:子機通信異常復旧

②続いてファイル名の入力画面が表示されるので、ファイル名を入力して［保存(S)］をクリック
CSV形式で履歴が保存できます。



４．機器定数の表示と作成をする

【暗証番号】：XRC10を設定変更する際に必要な暗証番号。
【OKカードブザー音】：通過可能なカードを検知した際、ブザーを鳴らすかどうかの設定。
【NGカードブザー音】：通過できないカードを検知した際、ブザーを鳴らすかどうかの設定。
【ドア開タイムオーバーブザー音】：ドア開タイムオーバーを検知した際、ブザーを鳴らすか

どうかの設定。
【電気錠種別】：接続される電気錠の種類。
【解錠時間】：通過可能なカードを検知した際、電気錠を解錠する時間。
【ドア開タイムオーバ】：扉を開けてから、エラーとするまでの時間。

プルダウンして選択

暗証番号のデフォルトは（0000）です。
変更する場合は、任意の4桁の数
字をキーボードから入力して下さい。

機器定数の保存

②［機器定数］をクリックし、［ファイル］をクリックし［新規作成］を選択

機器定数の新規作成

XRC10の動作条件や接続機器の情報を設定するファイルの作成と確認を行います。

【フォトカプラ入力1】：フォトカプラ入力1の利用方法の選択。
【フォトカプラ入力2】：フォトカプラ入力2の利用方法の選択。
【子機有無】：子機リーダを接続しているかどうかの選択。
【履歴運用有無】：カードの使用履歴をmicroSDカードに保存するか

どうかの選択。
【方向性判別 本体】：XRC10本体で検知したカードのステータスの設定。
【方向性判別 子機】：子機リーダで検知したカードのステータスの設定。
【時計表示】：XRC10の7セグLEDに現在時刻を表示するかどうかの設定。

①［機器定数］をクリック

保存先を選択［パス選択］をクリック左上の［ファイル］をクリックし、
［保存］をクリック

数字１文字のファイル名として
0～9のいずれかの数字を
クリック

*.DV2というファイルが保存されます


